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入江貝塚C地点貝塚出土鳥類遺体の再検討

江田真毅a，國木田　大b，米田　穣c

北海道大学考古学研究室研究紀要　第5号（2026）
Bulletin of the Laboratory of Archaeology, Hokkaido University 5（2026）

要旨　入江貝塚（北海道虻田郡洞爺湖町）は内浦湾を望む段丘上に立地する国指定史跡である。縄文
前期末～後期前半を中心に縄文早期から近世にいたるまで各時期の遺構や遺物が認められている。3
つの大規模貝塚が確認されており、このうちC地点貝塚は遺跡東側の台地斜面に作られた最も規模
が大きい貝塚である。しかし、この貝塚の中央部分は未調査のまま削平され、その土壌は道路の基
礎とされてしまっていた。この土壌からの遺物回収調査では大量の動物遺体が確認されたものの、
概要が報告されるに留まってきた。そこで本稿では、この調査で回収された鳥類遺体について詳細
を報告するとともに、出土したニワトリの骨を対象に放射性炭素年代測定と炭素・窒素安定同位体
分析を実施することを通じて入江貝塚における鳥類利用について検討した。入江貝塚C地点貝塚出
土の資料では12目14科の鳥類が確認され、「入江貝塚人」は海洋、沿岸域～河口域、陸域と多様な
環境に生息する鳥類を四季を通じて利用していたと考えられた。一方、出土したニワトリの骨は現
代のもので、C地点貝塚が削平された1965年ごろに土壌中に混入した可能性が高いと考えられた。

a 北海道大学総合博物館／北海道大学大学院文学院　edamsk@museum.hokudai.ac.jp
b 北海道大学大学院文学研究院
c 東京大学総合研究博物館

はじめに
　入江貝塚（北海道虻田郡洞爺湖町入江 190 番地
ほか）は内浦湾を望む標高 10 ～ 20 メートルの段
丘上に立地する国指定史跡である。近隣の高砂貝塚

（洞爺湖町高砂町 62 番地ほか）とともに、「入江貝
塚・高砂貝塚」として世界遺産「北海道・北東北の
縄文遺跡群」の構成資産の一角をなし、定住成熟期
前半（約 3,800 年前）における共同の祭祀場や墓
地を支えた周辺の集落の典型であり、沿岸地域にお
ける生業と精神生活の在り方も示す重要な遺跡と
評価されている（北海道考古学会 2022）。入江貝
塚では、縄文前期末～後期前半を中心に縄文早期か
ら続縄文期、擦文文化期、近世にいたるまで各時期
の遺構や遺物が認められている（虻田町教育委員
会 1986）。大規模貝塚として A 地点貝塚、B 地点
貝塚、C 地点貝塚の 3 つが確認されており、出土し
た土器の型式から、貝塚は中期後半を除く前期後半
から後期前半にかけて形成されたと推定されてい
る（三橋・ 峰山 1967, 虻田町教育委員会 1994, 角
田 2022）。
　本稿の調査資料が由来する C 地点貝塚は遺跡東
側の台地斜面に作られた最も規模が大きい貝塚で
あり、墓域としても利用されていたことが知られて
いる（三橋・ 峰山 1967, 三橋・長谷川 1968, 角田

2022）。しかし、この貝塚の中央部分は道路の造成
に伴って 1965 年ごろ未調査のまま削平され、その
土壌は道路の基礎とされてしまっていた（虻田町教
育委員会 1994）。1993 年に実施されたこの土壌か
らの遺物回収調査では、大量の土器や石器、骨角器、
動物遺体が出土した。土器の型式と骨角器の器種か
ら、遺物は縄文前期～後期を中心に、縄文晩期、続
縄文後期、擦文文化期、アイヌ文化期のいずれかの
時代に属する可能性が高いとされる（虻田町教育委
員会 1994）。動物遺体はコンテナで 56 箱分が回収
され、西本・大島（1994）によって貝類ではウバ
ガイを中心とする砂泥性の二枚貝と岩礁性の巻貝
28 種が、魚類ではマグロやカツオ、ブリ、スズキ
など暖流系の種を中心に 15 分類群が、哺乳類では
エゾシカとイルカ類を主体に 17 分類群が、鳥類で
はカラス類、ワシ類、ウ類、アホウドリ類、ウミガ
ラス類、ツル類が報告されている。しかし、いずれ
の分類群についても定量的な報告はなされておら
ず、全量を対象とした分析は今後の課題とされてい
た（西本・大島 1994）。
　江田（2025）は、日本産のウ科鳥類 2 属 4 種の
計測値による同定方法を検討するとともに、この遺
物回収調査で出土した鳥類遺体を分析し、出土した
ウ科資料の同定を試みた。その結果、入江貝塚から

キーワード ：入江貝塚，動物考古学，放射性炭素年代測定，ニワトリ
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出土したウ科資料には、チシマウガラスとヒメウを
含むヒメウ属と、ウミウを含むウ属が含まれること
が明らかになった。またチシマウガラスとヒメウは
ともに道南地域の海上や海岸に冬季に訪れること
から、冬季の海上や海岸でヒメウ属の鳥が獲得され
たことなどを推定した（江田 2025）。一方、C 地
点貝塚から出土したウ科以外の鳥類については、紙
幅の都合から詳細を述べることができなかった。と
くに C 地点貝塚から出土した動物遺体の主たる帰
属時期が縄文前期～後期とされている中にあって、
家畜化が 3,500 年前ごろ（Eda 2021, Peters et al. 
2022）、日本列島での最古の証拠が約 2,300 年前

（Eda et al. 2023）とされるニワトリの存在は極め
て異質なものであった。1993 年の遺物回収調査で
はアイヌ文化期の骨角器が認められており遺物に
このころのものが混入している可能性があること
からも（虻田町教育委員会 1994）、その所属時期
の確定には骨そのものを対象とした放射性炭素年
代測定が必要と考えられた（江田 2025）。
　そこで本稿では、1993 年に実施された C 地点貝
塚の土壌中から出土した鳥類遺体についてその詳
細を記載した。また出土したニワトリの骨を対象に
放射性炭素年代測定と炭素・窒素安定同位体分析を
実施して、その帰属時期を特定した。これらの知見
に基づいて入江貝塚における鳥類利用について検
討した。

１．資料と方法 
　入江貝塚の 1993 年の調査で回収された鳥骨 438
点を分析した。詳細は江田（2025）に記した通り
である。資料は現生骨標本との肉眼比較で同定し
た。現生標本として、北海道大学総合博物館の収
蔵標本（HoUMVC）、川上和人氏（KP; 森林総合研
究所）および江田の所蔵標本（EP）を利用した。
骨の部位の名称は Baumel et al.（1993）および日
本獣医解剖学会（1998）に、分類群名は基本的に
日本鳥学会（2024）に従った。また同書で言及さ
れていないカモ科の亜科や族の分類は American 
Ornithologist’ Union（1998）に従うとともに、カ
モ科の属の分類は日本鳥学会（2012）を踏襲した。
キジ科の資料は江田・井上（2011）および許・江
田（2022）の基準で、カモ亜科の上腕骨は江田

（2005）の基準で、ウ科の資料は江田（2025）の
基準でより低次の分類群での同定を試みた。各資料
について骨の表面の粗さと骨端の癒合状態に基づ
く成長段階、同定時に目に付いた解体痕と加工痕を
記載した。骨の成長段階は、すべての部位について
未癒合のものは幼鳥、癒合しているものの形成が不

完全な資料と骨体表面が粗い資料は若鳥とした。ま
た、破損して髄腔を観察できた資料では骨髄骨の有
無を記載した。骨髄骨は産卵期の雌鳥の髄腔に形成
される二次的な交織骨である（Simkiss 1961）。
　出土したニワトリの骨の表面形状は他の鳥骨と
大きな違いは認められなかった一方、これまでの知
見では C 地点貝塚出土遺物の主たる帰属時期であ
る縄文前期～後期に由来するとは考えにくいもの
であった。そのため、出土した 2 点のうち 1 点を
対象に放射性炭素年代測定と炭素・窒素安定同位体
分析を実施した。
　放射性炭素年代測定の試料調製は、主要なタン
パク質（コラーゲン）を抽出するために、アルカ
リ処理とゼラチン化による前処理を Longin et al. 

（1971）、Yoneda et al. （2002）および米田（2024）
の方法で実施した。ダイヤモンドカッターで、約
50mg の骨粉を削り出し、その粉末試料をセルロー
ス膜に封入し、0.4M 塩酸溶液により脱灰した。溶
液を中性にもどした後、0.1M 水酸化ナトリウム
水溶液でアルカリ処理を行い、再び中性にもどし
た。内容物を遠心分離して、不溶分画を回収し、
90℃に加温することで、ゼラチン化を行った。そ
の後、ガラス繊維ろ紙で吸引することにより、可溶
化しなかった沈殿を除去してゼラチン溶液を精製
し、これを凍結乾燥することでゼラチンを抽出し
た。試料の化学処理は、國木田がゼラチン化までを
行い、炭素精製、グラファイト化、AMS 年代測定
は東京大学総合研究博物館放射性炭素年代測定室
で実施した。炭素・窒素安定同位体比は、北海道大
学総合博物館に設置してある同位体比質量分析計

（Thermo Fisher Scientific 社製 253 Plus）と元素
分析計（Thermo Fisher Scientific 社製 EA IsoLink 
CN）を用いて測定した。暦年較正年代は IntCal20

（Reimer et al. 2020） お よ び Bomb21 NH2（Hua 
et al. 2022）の較正曲線を用いて、OxCal v4.2（Bronk 
Ramsey 2009）で算出した。

２．結果 
　同定対象とした 438 点中、381 点（87%）で目
以下を単位とした同定ができた。確認された分類群
は、カモ科（マガモ属、ガン族、アイサ族、カモ亜
科を含む）、ニワトリ（キジ科）、ツル科、カイツブ
リ科、カモメ科、ウミスズメ科、チドリ目、アビ科、
アホウドリ科、ミズナギドリ科、ウ科、タカ科、フ
クロウ科、キツツキ科、カラス科、スズメ目の 12
目 14 科である（表 1、表 2）。カラス科が 105 点（同
定資料数の 28 %）を占めて最も多く、ウ科が 81
点（同 21%）、ウミスズメ科が 52 点（同 14%）で
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これに続いた。幼鳥あるいは若鳥の骨がツル科、カ
イツブリ科、カモメ科、ウミスズメ科、チドリ目、
アビ科、アホウドリ科、ミズナギドリ科、タカ科、
カラス科で認められた。骨髄骨を含む骨はいずれ
の分類群でも認められなかった。解体痕はウ科で 1
例認められたものの、加工痕はいずれの分類群でも
認められなかった。以下、分類群ごとに記載する。

(1) カラス科
　105 点が確認された。標本のハシブトガラス（EP-
13）とほぼ同大の資料が 40 点、ハシボソガラス

（EP-32）とほぼ同大の資料が 52 点、両者の中間程
度の資料が 11 点、ハシボソガラス（EP-32）より
明らかに小さい資料が 6 点認められた。複数種に
由来すると考えられる。カラス科では骨幹の粗い若
鳥のものが 4 点認められた。いずれもハシボソガ
ラス（EP-32）より明らかに小さい資料であった。

(2) ウ科
　81 点が検出された。標本のウミウ（EP-88）と
ほぼ同大の資料が 49 点で最も多く、その他にヒメ
ウ（EP-95）とほぼ同大の資料が 18 点、両者の中
間程度の大きさの資料が 12 点認められた。江田

（2025）は計測値に基づく検討から、ウ科資料の 7
点をヒメウ属、9 点をウ属と同定した。さらに、ヒ
メウ属のうち 2 点はヒメウ、1 点はチシマウガラス、
ウ属のうち 1 点はウミウと同定できた。ヒメウ属
と同定された資料にはヒメウ（EP-95）とほぼ同大
とした資料が 5 点、ヒメウ（EP-95）とウミウ（EP-

88）の中間程度の大きさとした資料が 2 点含まれ
た。とくにチシマウガラスと同定された資料はヒメ
ウ（EP-95）とウミウ（EP-88）の中間程度の大き
さとした資料であった。ウ属と同定された資料はい
ずれもウミウ（EP-88）とほぼ同大とした資料であっ
た。胸端よりと肩端よりがともに切断された左烏口
骨が 1 点認められた（写真 1-4）。

(3) ウミスズメ科
　52 点が認められた。標本のハシブトウミガラス

（EP-158）とほぼ同大の資料が 44 点で主体的であ
り、その他に同標本より明らかに大きい資料が 1 点、
ウトウ（EP-106）とほぼ同大の資料が 2 点、エト
ピリカ（EP-153）とほぼ同大の資料が 5 点認めら
れた。複数種に由来すると考えられる。ウミスズ
メ科の資料のうち 2 点は骨幹の粗い若鳥のもので、
ウトウ（EP-106）とほぼ同大の資料とエトピリカ

（EP-153）とほぼ同大の資料が各 1 点認められた。
また、ハシブトウミガラス（EP-158）とほぼ同大
の脛足根骨 3 点では遠位端の橋の形成が不完全で
あった。

(4) アホウドリ科
　37 点が確認された。標本のアホウドリ（EP-97）
とほぼ同大の資料が 31 点を占めて主体的であり、
その他にクロアシアホウドリ（EP-165）とほぼ同
大の資料が 1 点、アホウドリ（EP-97）とクロア
シアホウドリ（EP-165）の中間程度の大きさの資
料が 2 点、コアホウドリ（EP-151）とほぼ同大
の資料が 3 点認められた。複数種に由来する可能
性がある。骨幹に粗さが残る若鳥の骨がアホウド
リ（EP-97）とほぼ同大の資料で 12 点、アホウド
リ（EP-97）とクロアシアホウドリ（EP-165）の中
間程度の資料で 1 点、コアホウドリ（EP-151）と
ほぼ同大の資料で 2 点認められた。骨幹に粗さの
残る四肢骨は 9 月下旬に混獲されたコアホウドリ

（HoUMVC-32255）でも認められており、これらの
骨は生まれた年の夏～秋ごろに死亡した個体に由
来すると考えられる。

(5) ミズナギドリ科
　30 点が検出された。標本のハイイロミズナギド
リ（EP-18/EP-132）とほぼ同大の資料が 20 点を
占め、他にオオミズナギドリ（EP-92）とほぼ同大
の資料が 4 点、ハシボソミズナギドリ（EP-52）と
ほぼ同大の資料が 5 点、フルマカモメ（EP-150）
とほぼ同大の資料が 1 点認められた。複数種に由
来すると考えられる。ハイイロミズナギドリ（EP-

分類群 学名

ガン亜科・属種不明 Anserini spp.
マガモ属・種不明 Anas  sp.
アイサ族・属種不明[複数種] Mergini spp.
カモ亜科・属種不明[複数種] Anatinae spp.
ニワトリ Gallus gallus domesticus
ツル科・属種不明 Gruidae sp.
カイツブリ科・属種不明[複数種] Podicipedidae spp.
カモメ科・属種不明[複数種] Laridae spp.
ウミスズメ科・属種不明[複数種] Alcidae spp.
チドリ目・科属種不明[複数種] Charadriiformes spp.
アビ科・属種不明[複数種] Gaviidae spp.
アホウドリ科・属種不明[複数種] Diomedeidae spp.
ミズナギドリ科・属種不明[複数種] Procellariidae spp.
チシマウガラス Urile urile
ヒメウ Urile pelagicus
ウミウ Phalacrocorax capillatus
ヒメウ属・種不明 Urile sp.
ウ属・種不明 Phalacrocorax sp.
ウ科・属種不明[複数種] Phalacrocoracidae spp.
タカ科・属種不明[複数種] Accipitridae spp.
フクロウ科・属種不明 Strigidae sp.
キツツキ科・属種不明 Picidae sp.
カラス科・属種不明[複数種] Corvidae spp.
スズメ目・科属種不明 Passeriformes sp.

表 1　入江貝塚で検出された鳥類の分類群



43

分類群 部位 左右 残存 分類群 部位 左右 残存

ガン族 肩甲骨 左 p-s1 ミズナギドリ科 大指基節骨 左 w1
上腕骨 左 s1; s-d1 寛骨 複合仙椎1**
尺骨 左 s-d1 大腿骨 左 p-s1
脛足根骨 左 p-s1 脛足根骨 右 d1

マガモ属 上腕骨 左 p1 左 w1
アイサ族 上腕骨 右 p-s1 足根中足骨 左 w1; d1

左 p2 チシマウガラス 上腕骨 右 w1
カモ亜科 烏口骨 右 s-d1 ヒメウ 上腕骨 右 d1

左 s-d1 手根中手骨 右 w1
上腕骨 右 s1 ヒメウ属 上腕骨 右 s-d1

左 p1; s1; s-d1; d1 手根中手骨 右 w1
手根中手骨 右 w1; p-s1; s1 左 w2

左 w1 ウミウ 大腿骨 左 s-d1
大腿骨 右 w2 ウ属 上腕骨 右 s-d1; d1

左 p-s1 手根中手骨 右 p2
脛足根骨 右 d2 左 w1; p-s1

左 p-s2; d1 足根中足骨 右 w2
足根中足骨 右 s-d1 ウ科 烏口骨 右 w1; s-d1

左 w1 左 w3; s1; s-d1
ニワトリ 尺骨 右 w1 肩甲骨 右 s-d1

脛足根骨 右 p-s1 左 p-s1
ツル科 尺骨 左 d1 上腕骨 右 p3; s1; d1

足根中足骨 左 s1* 左 s1; d2
カイツブリ科 大腿骨 右 w1 尺骨 右 p1; p-s1; s1; s-d2; d3; sfr1

脛足根骨 左 p1 左 p1; p-s1; s1; s-d2; d3; sfr1
カモメ科 上腕骨 右 d1*; s-d1 橈骨 右 d2

手根中手骨 右 s1 左 p2
寛骨 複合仙椎1 手根中手骨 右 w1

ウミスズメ科 烏口骨 右 s1 左 s-d1
左 w4; s-d1 寛骨 複合仙椎3

肩甲骨 左 p-s1 大腿骨 右 w1; p-s1; d1
上腕骨 右 w1; p-s1; s2 左 w1; p1; s1; s-d1

左 w1; p3; p-s2; s4; s-d2; d1* 脛足根骨 右 p-s2; d1
尺骨 右 w3; p-s1*; s1; d2 左 p-s2; s-d3; d2

左 w2; p-s1; s1 腓骨 右 p1
橈骨 右 d1 足根中足骨 右 d1

左 p1; p-s1; d1 左 s1; s-d1
手根中手骨 左 w1; s1 タカ科 尺骨 右 d1
大腿骨 左 s1; s-d3 左 p-s1*; d1
脛足根骨 右 p-s3; s-d1*; d1* 橈骨 右 d1

左 s1; d1* 左 p1*
チドリ目 尺骨 左 p1* 手根中手骨 右 s-d1

脛足根骨 右 p-s1 脛足根骨 右 d1
アビ科 烏口骨 右 w1 腓骨 右 p1

肩甲骨 右 2 フクロウ科 橈骨 右 p1
上腕骨 右 p-s1; d1 キツツキ科 尺骨 右 w1; p-s1

左 s2; d2 カラス科 烏口骨 右 w1; p2; s-d1
尺骨 右 p2; d1 左 w4; p1; p-s1; s-d1

左 d1 肩甲骨 右 2
寛骨 複合仙椎2** 上腕骨 右 p-s3; s1; s-d1; d5
大腿骨 右 w2 左 s3; d3; d1*

左 s-d2 尺骨 右 w2; p-s4; s4; s-d2; d4; sfr1
脛足根骨 右 p-s1; d3 左 p1*; p-s4; s1; s-d1; d1; sfr2

左 p1; d1 橈骨 左 p-s1; s1; d1
足根中足骨 右 s-d2 手根中手骨 右 w1; p-s1; s1

左 w1 左 p-s2; s-d1
アホウドリ科 上腕骨 右 p1 大腿骨 右 w1*; p1; p-s4; s1; d1

左 d1 左 w1; s1
尺骨 右 p1; d2 脛足根骨 右 p2; p-s1; s5; d3

左 p2; pfr1*; sfr1*; d1 左 w2; p-s2; s4; d1; sfr1
橈骨 右 p2; p1* 足根中足骨 右 w1; p-s2; s-d1

左 d1 左 p2; p-s1; s-d1*
手根中手骨 右 w1*; p1; p-s1*; s-d1 スズメ目 上腕骨 右 w1

左 p-s1; p-s1*; s1; s-d1*; d1* 尺骨 右 w1; s-d1
大指基節骨 右 w1* 左 p1

左 w3*; s-d1* 脛足根骨 右 p-s1; d1
大指末節骨 右 p-s1* 左 p-s1; d1
大腿骨 左 p-s1 種不明 足根中足骨 左 d1
脛足根骨 右 d1 趾骨 7

左 d1; sfr1 椎骨 6
足根中足骨 右 p-s1* 四肢骨 1*

左 d2 同定不能 胸骨 1; fr1
方形骨 右 1 烏口骨 左 dfr1

ミズナギドリ科 烏口骨 左 w3 上腕骨 右 s2
上腕骨 右 p3; s1; s-d1 尺骨 左 sfr1

左 p-s1; s2; d1 不明 sfr1
尺骨 右 p-s1; s1; d1 橈骨 不明 sfr2

左 p-s1; d4 寛骨 連合仙椎2
手根中手骨 右 d1 四肢骨 不明 sfr29; sfr2*

左 w1; p1
w: 完存、p: 近位端・胸端、d: 遠位端・肩端、s:  骨体部、fr: 破片。*: 若鳥、**: 幼鳥

表 2　入江貝塚で検出された鳥類の出土量
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132）とほぼ同大の連合仙椎は寛骨とは未癒合の幼
鳥のものであった。繁殖地のある南半球のニュー
ジーランドやオーストラリア大陸東部の島々から
遠く離れた北太平洋で採取された同種の標本（EP-
132）でも連合仙椎は未癒合であることから、他の
骨に比べて連合仙椎の癒合は遅いものと考えられ
る。上腕骨の三角胸筋稜の遠位側始点周辺の骨幹断
面形状をみると、扁平なものが 5 点、円型に近い
ものが 1 点認められた。前者はフルマカモメ属や
ハイイロミズナギドリ属に、後者はオオミズナギド
リに類似した形状であった。大きさで見ても、前者
はハイイロミズナギドリ（EP-132）と後者はオオ
ミズナギドリ（EP-92）とほぼ同大の資料であった。
また、フルマカモメ（EP-150）とほぼ同大の大腿
骨は骨幹の湾曲が弱い点からもハイイロミズナギ
ドリ属やオオミズナギドリとは異なり、フルマカモ
メと類似した形態であった。

(6) カモ科（ガン族、マガモ属、アイサ族、カモ亜
科を含む）
　30 点が認められた。うち 5 点がガン亜科・ガン族、
25 点はカモ亜科のものであった。ガン族とした資
料には標本のカリガネ（KP80-2）とほぼ同大の資
料が 1 点、マガン（EP-25）とほぼ同大の資料が 3
点、同標本よりかなり大きい資料が 1 点認められた。
複数種に由来すると考えられる。カモ亜科の上腕骨
を江田（2005）の基準で分類した結果、3 点はア
イサ族、1 点はマガモ属のものと同定できた。アイ
サ族と同定した資料にはキンクロハジロ（EP-28）
とホシハジロ（EP-8）の中間程度の大きさの資料、
ヨシガモ（EP-196）とほぼ同大の資料、カルガモ

（EP-84）とほぼ同大の資料が各 1 点認められ、複
数種に由来することが窺えた。マガモ属と同定した
資料はキンクロハジロ（EP-28）とほぼ同大の資料
であった。カモ亜科と同定した資料にはコガモ（EP-
7）程度からカルガモ（EP-84）程度まで様々なサイ
ズの資料が認められた。標本のホシハジロ（EP-27/
EP-83）とほぼ同大の資料が 7 点で最も多く、キン
クロハジロ（EP-5/EP-28）やカルガモ（EP-84）と
ほぼ同大の資料が各 4 点でこれに続いた。

(7) アビ科
　28 点が検出された。標本のアビ（EP-82）とほ
ぼ同大の資料が 4 点、同標本より大きい標本が 24
点であった。複数種に由来すると考えられる。検出
された 2 点の寛骨と連合仙椎はいずれも未癒合の
幼鳥のものであった。越冬地である日本列島におい
て採取されたアビ（EP-82）標本でも連合仙椎は癒

合していないことから、他の骨に比べて連合仙椎の
癒合は遅れるものと考えられる。

(8) タカ科
　8 点が検出された。オジロワシ（HoUMVC-30132）
とほぼ同大の資料が 7 点で主体的であり、他の 1
点はトビ（EP-3）とほぼ同大の資料であった。複
数種に由来すると考えられる。オジロワシとほぼ同
大の資料のうち 2 点は骨幹の粗い若鳥のものであっ
た。

(9) スズメ目
　8 点 が 認 め ら れ た。 い ず れ も ホ シ ガ ラ ス

（HoUMVC-30263）とほぼ同大の資料であった。

(10) キジ科（ニワトリ）
　キジ科の資料は尺骨と脛足根骨の 2 点が検出さ
れた。尺骨は許・江田（2022）の基準から、脛足
根骨は江田・井上（2011）の基準からニワトリと
同定された。いずれも標本のキジ（EP-143）より
明らかに大きい資料であった。風化の程度など、
表面形状には他の資料と大きな違いは認められな
かったため、尺骨を対象に放射性炭素年代測定およ
び炭素・窒素安定同位体分析を実施した。
　コラーゲン抽出の結果、ゼラチン回収率は 14.3%
とかなり高い値であった（表 3）。放射性炭素年
代測定の結果、14C 年代は -3557 ± 20 BP、pMC

（percent Modern Carbon）値は 155.7 であった（表
4）。暦年較正年代は 1964 ～ 1975 cal AD と推定
された。また試料の炭素・窒素安定同位体比は、δ
13C 値が -12.4‰、δ 15N 値が 8.3‰であった（表 5）。

(11) その他の鳥類
　カモメ科が 4 点、ツル科、カイツブリ科、チドリ目、
キツツキ科が各 2 点、フクロウ科が 1 点検出され
た。カモメ科は標本のウミネコ（EP-90）とほぼ同
大の資料が 3 点、オオセグロカモメ（EP-11）とほ
ぼ同大の資料が 1 点であった。ツル科の資料はい
ずれもマナヅル（EP-136）とほぼ同大の資料であっ
た。カイツブリ科の資料はアカエリカイツブリ（EP-
1）とハジロカイツブリ（EP-187）とほぼ同大の資
料が各 1 点認められた。チドリ目の資料にはウミ
ネコ（EP-90）とほぼ同大の資料とタシギ（KP245-
1）とほぼ同大の資料が各 1 点認められた。キツツ
キ科の資料はいずれもアオゲラ（KP350-05）とほ
ぼ同大であった。フクロウ科の資料はシロフクロウ

（HoUMVC-31547）とほぼ同大であった。カモメ科、
チドリ目、ツル科では各 1 点骨幹の粗い若鳥の資
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料が含まれた。

３．考察
　入江貝塚 C 地点貝塚出土の資料では 12 目 14 科
の鳥類が確認された。ここには C 地点貝塚資料の
一部を分析した西本・大島（1994）、および A 地
点貝塚資料を分析した苫小牧市埋蔵文化財調査セ
ンター（1990）が報告した分類群のすべてが含ま
れた。新たにマガモ属、ガン族、アイサ族、カモ亜
科、ニワトリ、カイツブリ科、カモメ科、チドリ目、
アビ科、ミズナギドリ科、フクロウ科、キツツキ科、
スズメ目が認められ、入江貝塚の形成者が知られて
いた以上に様々な鳥類を利用していたことが窺え
た。日本鳥学会（2024）によれば、アホウドリ科
とミズナギドリ科の各種は遺跡周辺の道南地域で
は海洋に生息する。また沿岸域から海岸、河口域な
どに生息するウ科、ウミスズメ科、カモ科、アビ科、
陸域に生息するカラス科もそれぞれ鳥類遺体の 5％
以上を占めていた。このことから、入江貝塚を形成
した人々が海洋、沿岸域～河口域、さらに陸域と多
様な環境に生息する鳥類を利用していたことが明
らかである。
　現在の繁殖状況（樋口ら 1996、1997）に照ら
すと、幼鳥あるいは若鳥の骨が確認された分類群の
うち、ツル科、カイツブリ科、カモメ科、ウミスズ
メ科、チドリ目、タカ科、カラス科は遺跡周辺で春
季～夏季に繁殖していたと考えられる。このため、
人々は春季～夏季にこれらの分類群の鳥を獲得し
ていたと推定できる。幼鳥や若鳥の骨が卓越する分
類群は認められなかったことから、繁殖期の雛の積
極的な狩猟はしていなかったと考えるべきだろう。
アホウドリ科で認められた若鳥の骨は初夏～秋に
死亡した個体に由来すると考えられる。また確認さ
れた分類群のうち、ガン族とアビ科の各種、および
ヒメウとチシマウガラスを含むヒメウ属は遺跡周
辺を冬季に訪れる（日本鳥学会 2024）。これらの

分類群は海上や海岸あるいは陸水域で冬季に狩猟
されたと考えられる。鳥類の捕獲可能時期で考える
と、C 地点貝塚には四季を通じた活動の痕跡が残さ
れていることになる。このことは、竪穴住居址や墓
坑などの様々な遺構が確認されていることから入
江貝塚の周年利用を推定した三谷（2010）の見解
を支持するデータと言える。
　C 地点貝塚の遺物回収調査では、鳥骨製の骨器と
して銛頭 1 点、組み合わせ式釣針の針先 2 点、縫
針 8 点、針入 1 点、装飾のある装身具 1 点、管玉
10 点、穿孔のあるワシの末節骨 3 点が報告されて
いる（虻田町教育委員会 1994）。同報告では、切
断痕のあるアホウドリの尺骨 1 点も報告されてい
るものの、今回の調査では骨角器の作成に伴うと
推定される加工痕のある資料は認められなかった。
鳥骨を用いた骨器の製作は、C 地点貝塚では低調で
あったと考えられる。
　出土したニワトリの尺骨の放射性炭素年代測定
の結果、ニワトリは縄文後期やアイヌ文化期のもの
ではなく、核実験が盛んだった 1960 年代以降の現
代（1964 ～ 1975 cal AD）のものであることが明
らかになった。炭素・窒素安定同位体分析の結果は
δ 13C 値が -12.4‰と高く、C4 植物を摂取していた
可能性が高い。1960 年代の産卵鶏用の飼料におい
てトウモロコシはもっとも重要な成分であったこ
とが知られており（Tasaki and Myoga 1964）、こ
の点でも年代との整合性が確認された。今回分析対
象とした資料は道路の造成に伴って 1965 年ごろ削
平された C 地点貝塚のほぼ中央部の土壌に由来す
る（虻田町教育委員会 1994）。ニワトリの尺骨の
年代は C 地点貝塚の削平時期と一致している。こ
のため、ニワトリの骨の混入は 1993 年の遺物回収
調査時ではなく、C 地点貝塚が削平され、その土壌
が道路の基礎となった時期であったと考えられる。
同様の混入は他の遺物、とくに動物遺体でもあった
可能性がある。

表 3 　測定試料の化学処理収率

表 4 　測定試料の 14C 年代および暦年較正年代

表 5 　測定試料の炭素・窒素安定同位体比および含有量

試料番号
使用量

（mg）
ゼラチン量

（mg）
ゼラチン

回収率（%）

酸化量

（mg）
CO2生成量

（mg）
CO2収率

（%）

IRIE-1 46.6 6.7 14.3 2.8 1.2 42.9 

試料番号 試料種類
14C年代

（BP）
Lab.No. δ13C

（‰, AMS）
pMC値 暦年較正年代値

（cal AD, 95.4%）

IRIE-1 ニワトリ（尺骨） -3557 ± 20 TKA-31149 -12.0 ± 0.1 155.71 ± 0.39 1964-1975

試料番号
δ13C

（‰）

δ15N
（‰）

C
（%）

N
（%）

C/N

IRIE-1 -12.4 8.3 39.3 13.1 3.5
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おわりに
　入江貝塚 C 地点貝塚の遺物回収調査資料には多
様な鳥類が含まれており、「入江貝塚人」の周年に
渡る様々な環境下での鳥類利用が示唆された。しか
し、回収された遺物は縄文前期～後期を中心とする
と考えられるものの、縄文晩期から現代のものも含
まれることには注意が必要である。とくにニワトリ
の骨は現代のものと特定された。北海道における
動物利用について総説した福井（2023）によれば、
道内のニワトリの最古の出土例はトコロチャシ跡
遺跡（北見市）における樽前 a テフラ（1739 年降下）
下位出土例（新美 2001）である。ニワトリの骨は
遠矢第 2 チャシ跡遺跡（釧路町；西本 1975）や入
舟遺跡（余市町；西本・佐藤 1999）などでも報告
されているものの、近代あるいは現代の可能性が指
摘されているものがほとんどである。北海道におけ
るニワトリ利用史の解明にはさらなる研究が必要
である。
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写真 1　入江貝塚出土の鳥類遺体（1） 
1-5 烏口骨、6-21 上腕骨。1,12,13 ウミスズメ科、2,14 アビ科、3,15,16 ミズナギドリ科、4 ウ科、5,21
カラス科、6 マガモ族、7-9 アイサ族、10 ガン族、11 カモメ科、17 チシマウガラス、18 ウ属、19 ヒメウ、
20 スズメ目。1,3-8,10,12,13,16 は左、他は右。
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写真２　入江貝塚出土の鳥類遺体（2） 
1-12 尺骨、13 橈骨、14-20 手根中手骨。1 ガン族、2 ニワトリ、3 ツル科、4,5 ウミスズメ科、6,19 アホ
ウドリ科、7 ミズナギドリ科、8 タカ科、9 キツツキ科、10 スズメ目、11,12,20 カラス科、13 フクロウ科、
14,15 カモ亜科、16 ヒメウ、17 ヒメウ属、18 ウ属。1,3,6,8,12,14,18 は左、他は右。
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写真３　入江貝塚出土の鳥類遺体（3） 
1-8 大腿骨、9-15 脛足根骨、16-23 足根中足骨。1,16 カモ亜科、2,10 カイツブリ科、3,4,12,18 アビ科、5,13
アホウドリ科、6,14,19,20 ミズナギドリ科、7 ウミウ、8,22,23 カラス科、9 ニワトリ、11 ウミスズメ科、
15 タカ科、17 ツル科、21 ウ属。5-8,10,12-14,16-18,20,22 は左、他は右。


